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２０１５年１０月２６日 

SARD Racing Project 
スーパー耐久シリーズ２０１５第６戦（最終戦）鈴鹿 

ポールトゥフィニッシュで有終の美を飾る！ 
 

  

１０月２４日（土）・２５日（日）スーパー耐久シリーズ２０１５第６戦（最終戦）「SUPER TAIKYU 
SUZUKA」が鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）で開催され、SARD Racingは、「SARD Racing RC350」
（柴田優作／片山義章／平手晃平）でＳＴ-３クラスに参加。公式予選で今季初のクラスポールポ
ジション（総合１０位）を獲得。決勝はセーフティーカー（SC）が３度も出る波乱の展開の中で、
３名のドライバーが各スティントで速く安定した走りを見せ、見事に今季初優勝をポールトゥフ

ィニッシュ（総合６位）で有終の美を飾った。今季６戦中３度表彰台を獲得するなど旋風を巻き起

こしたSARD Racingは、シリーズランキング４位（暫定）で今シーズンの戦いを終えた。 

■２４日（土）公式予選レポート 

夏を思わせるかのような陽気となった２３日（金）

に行われたSTEL専有走行の３セッションではマシ

ンチェックやセットアップを行い、LEXUS RC350導

入してから３戦目、仕上がり良く車両も煮詰まって、

総合１１位クラス２番手タイムと速さに磨きがかか

ったことをアピールした。 

翌２４日（土）も爽やかに晴れ渡り、午前中のウォ

ームアップ走行では決勝へ準備を中心に行うなど準

備万端。午後の公式予選セッション、１４時から１回

目予選が開始。柴田選手が３周目にこれまでの自己

ベストを大きく更新する２分１７秒５１２でクラストップタイムを叩き出す速さを披露。続いて１４時５

５分から開始された２回目予選には平手選手がアタック。コースイン早々の２周目に柴田選手の記録を縮

める２分１６秒５４４の２番手タイムをマークした。夕方になって気温が下がってきた中、１６時から開

始された３回目予選には片山選手が出走。全クラス混走のクリアが取れない中で、自己ベストを更新する

２分１９秒４８８の４位。アタック後は、そのままコースにとどまり、決勝への準備を入念に行った。公

式予選は合算で、今季初となるＳＴ-３クラス・ポールポジション（総合１０位）を見事に獲得した。 
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■２５日（日）決勝レースレポート 

決勝日も見事な秋晴れとなり、８時１５分から３０分間のフリー走行が行われ、まずは柴田選手がコー

スイン。その時点の２番手タイムをマークしながら好調さを維持している走りを見せた。続いて片山選手

が出走し、１９秒台の安定したタイムでラップを重ねた。フリー走行ではトータル１３周を走行し、２分

１８秒６３５のクラス３番手（総合１２位）と決勝の準備を順調に整えた。 

１３時に３時間の決勝レースがスタート。片山義章

選手が初スタートドライバーを担当。前半ハイペース

で逃げ切り予想の＃38、ランキング上位の#34と＃15

のバトルに巻き込まれないよう、またタイヤ無交換作

戦のため温存の走りでトップ集団の中で３位を堅守。

上位２台と同じハイペースを維持し、４位以下の追走

を振り切った。１５周を過ぎSCが導入され、片山選

手が完璧にミッションをやり遂げたことで、タイヤ無

交換で柴田選手に交代する戦略を素早く敢行。コース

に復帰し２位にポジションを上げた中で、なんと２回目のSCが２１周目に入る波乱。この２回目のSC中

２３周目にクラストップに浮上した。２８周目にSCが退去すると柴田選手はトップペースでみるみるう

ちに２位以下を引き離す。１周約２秒も速いペースでレースをリードしていった。タイムに落ち始めると

見えるや否や４４周目にタイヤ交換と平手に交代すべくピットイン。３位のポジションとなった平手は２

～３秒も速い驚異的なペースで暫定トップとのギャップを削ると共に上位クラスを喰う勢いで攻め続け

た。そして、５４周目に３回目のSC導入。この間に３回目のピットインをした車両にこれまで築いたギャ

ップを削られるも、再びクラストップに復帰した。SC退去後、平手はセクター自己ベストを毎ラップの様

に塗り替え、２位以下を再び大きく引き離す貫禄の走りを見せつけた。上位クラスをも抜き去った平手が

スタートから３時間が経った６９周を終えて、２位に１周差をつける堂々のトップチェッカー。見事に今

季初優勝をポールトゥフィニッシュ（総合６位）で有終の美を飾った。今季６戦中３度表彰台を獲得する

など旋風を巻き起こしたSARD Racingは、シリーズランキング４位（暫定）で今シーズンの戦いを終えた。 

■ドライバーコメント 

●柴田優作 

「予選も今年初のポールポジション、決勝も２位に１周の差をつけて総合でも６位の優勝。今回のレースはマ

シンも戦略もメカさんもスタッフの皆さんもドライバーもみんな完璧!! 最高のレースでした！ たくさんの応

援をありがとうございました!!」 

●片山義章 

「ポールからのスタートドライバーを任せてもらえて

重責でしたが役目を無事終えて自信につながりまし

た。スタート前にも野田ＧＭ、平手さん、柴田さんを始

め、皆様に本当に丁寧にアドバイス頂いて感謝してい

ます。今季初参戦したスーパー耐久で３度も表彰台に

上がれて最高に嬉しいです。皆様、ありがとうございま

した！」 

●平手晃平 

「全員がノーミスで完璧に仕事をこなせたので意外とあっさり勝てた感じです。これもメカニックやスタッフ

皆んなの頑張りが無ければ成し得なかった事。今年１年を通して色々ありましたが、最後まで僕達を応援して

下さったファンの皆さん、そして携わったたくさんの関係者の皆様。本当に一年間ありがとうございました！」 


